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伏
見
人
形
を
め
ぐ
る
当
館
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

清
水 

亜
弥 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

当
館
は
、
江
戸
時
代
頃
か
ら
全
国
各
地
で
作
ら
れ
て
い
た
伝
統
を
引
き
継
ぐ
「
郷
土

玩
具
」
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
の
土
地
ご
と
の
特
色
を
持
ち
、
子
ど
も
の
健
や 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
な
成
長
を
願
っ
た
節
句
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

形
や
遊
び
道
具
、
あ
る
い
は

魔
除
け
な
ど
信
仰
の
対
象
と

な
っ
た
郷
土
玩
具
は
、
庶
民

の
生
活
文
化
を
知
る
の
に
欠

か
せ
な
い
大
切
な
民
俗
資
料

で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

当
館
が
高
槻
市
の
み
な
ら

ず
全
国
の
郷
土
玩
具
を
所
蔵

し
、
調
査
研
究
・
保
存
・
公

開
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
、
平
成
十
六
年

(

二
〇
〇
四)

に
、
約
三
万
五

千
点
に
の
ぼ
る
「
奥
村
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
の
寄
贈
を
受
け

た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
、

こ
の
「
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
、
先
日
当
館
で
開
催 

       し
た
郷
土
玩
具
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
伏
見
人
形
か
ら
み
る
江
戸
時
代
」
を
報
告
す
る
。 

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
者
で
あ
る
故
・
奥
村
寛
純
氏(

大
阪
府
島
本
町)

は
、
中
学

校
の
教
諭
を
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
昭
和
四
十
二
年
頃
か
ら
郷
土
玩
具
の
収
集
を
は
じ
め

た
。
昭
和
五
十
三
年(

一
九
七
八)

に
は
展
示
・
公
開
の
た
め
自
宅
を
増
築
し
て
「
伏
偶

舎
郷
土
玩
具
資
料
館
」
を
開
館
。
ま
た
、
京
都
伏
見
の
「
丹
嘉
」
所
蔵
の
土
人
形
の
原

型
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
伏
見
人
形
の
原
型
』(

丹
嘉
、
一
九
七
六
年)

や
『
浪
花
お
も

ち
ゃ
風
土
記
』(

村
田
書
店
、
一
九
八
七
年)

な
ど
多
く
の
著
書
を
発
表
し
、
関
西
に
お

け
る
郷
土
玩
具
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
「
伏
偶
舎
郷
土

玩
具
資
料
館
」
の
閉
館
に
伴
っ
て
、
そ
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
当
館
へ
と
寄
贈
さ

れ
た
。 

奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
約
一
八
〇
〇
点
と
最
も
多
く
を
占
め
る
の
が
伏
見
人

形
で
あ
る
。
伏
見
人
形
と
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
盛
ん
に
生
産
さ
れ
た
土
人
形
で
、
伏 

 
 

見
稲
荷
大
社(

京
都
市)

の
参
拝
客
の
土
産
と
し
て
買
い
求
め
ら
れ
、
全
国
に
流
通
し
た
。 

 

大
蔵
永
常
の
『
公
益

国
産
考
』(

一
八
四
四

年)

で
は
、
伏
見
人
形

か
ら
型
を
取
っ
て
土

人
形
を
作
る
方
法
を 

紹
介
し
、
地
方
で
の

生
産
を
奨
励
し
て
い

る
。
伏
見
で
修
行
し

た
職
人
が
創
始
し
た

な
ど
の
伝
承
を
持
つ

土
人
形
は
全
国
各
地

に
見
ら
れ
、「
全
国
の 

し
ろ
あ
と
だ
よ
り 
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土
人
形
の
祖
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
在
は
窯
元
「
丹
嘉
」
で
製
作
が
続
け
ら
れ
て

お
り
、
愛
好
家
ら
の
人
気
も
高
い
土
人
形
で
あ
る
。 

奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
伏
見
人
形
に
つ
い
て
、
当
館
で
は
そ
の
調
査
成
果
を
平
成
十

九
年
春
季
特
別
展
「
伏
見
人
形
と
そ
の
系
譜
～
奥
村
寛
純
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
～
」
と
し

て
広
く
公
開
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
記
念
講
演
会
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
伏
見
人
形

と
そ
の
系
譜
を
め
ぐ
っ
て
」
を
開
催
し
、
伏
見
人
形
の
成
立
か
ら
発
展
を
歴
史
的
に
と

ら
え
る
試
み
を
行
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
引
き
継
い
で
、
去
る
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
一
日
に
開
催

し
た
の
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
伏
見
人
形
か
ら
み
る
江
戸
時
代
」
で
あ
る
。
当
日
は
館
を

あ
げ
て
「
郷
土
玩
具
の
日
」
と
位
置
づ
け
、
伏
見
人
形
や
干
支
の
郷
土
玩
具
を
展
示
す

る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
槻
市
文
化
財
ス
タ
ッ
フ
の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働

し
、「
う
さ
ぎ
の
張
り
子
絵
付
け
教
室
」「
こ
ま
作
り
教
室
」
も
開
催
。
多
く
の
市
民
の

参
加
で
賑
わ
っ
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
清
水
が
「
伏
見
人
形
と
人
々
の
願
い
」
と
題
し
て
、
伏 

見
人
形
の
大
ま
か
な
歴
史 

と
、
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

特
色
、
人
形
の
モ
チ
ー
フ
ご

と
に
与
え
ら
れ
て
い
た
ご

利
益
・
縁
起
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。 

続
い
て
当
館
学
芸
員
西
本 

幸
嗣
に
よ
り
「
伏
見
人
形
の

流
通
と
消
費
」
と
題
し
て
、

江
戸
時
代
の
文
献
資
料
を

通
し
、
伏
見
人
形
の
江
戸
時

代
に
お
け
る
京
都
・
大
坂
で

の
流
通
経
路
や
、
販
売
形
態

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。 

そ
し
て
、
立
命
館
大
学
文

学
部
教
授
木
立
雅
朗
氏
に

は
「
伏
見
人
形
の
生
産
と
そ

の
背
景
」
と
題
し
て
、
考
古 

学
の
観
点
か
ら
、
遺
跡
の
出
土
品
に
お
け
る
伏
見
人
形
の
評
価
、
京
都
に
存
在
し
た
京

焼
・
瓦
の
製
造
技
術
と
の
関
連
、
伏
見
と
い
う
立
地
に
注
目
し
た
伏
見
人
形
の
特
殊
性

な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
最
後
の
討
論
で
は
、
参
加
者
と
し
て
来
場
の

他
館
の
学
芸
員
や
研
究
者
か
ら
の
発
言
も
あ
り
、
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。 

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
伏
見
人
形
は
「
鑑
賞
」
す
る
だ
け
で
な
く
、
民

俗
・
文
献
・
考
古
と
い
う
多
角
的
な
視
点
か
ら
考
え
た
と
き
、
そ
の
背
景
に
あ
る
江
戸

時
代
以
降
の
京
都
、
あ
る
い
は
消
費
地
と
し
て
の
大
阪
に
お
け
る
生
活
文
化
を
研
究
す

る
具
体
的
な
材
料
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。 

た
と
え
ば
、
美
術
品
で
は
な
く
日
常
生
活
に
用
い
ら
れ
た
伏
見
人
形
に
は
、
製
作
さ

れ
た
正
確
な
年
代
が
記
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
文
献
上
に
書
か
れ
た
人
形

の
名
称
や
挿
絵
、
出
土
品
の
年
代
な
ど
を
参
考
に
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
ど
れ
か
一
方
の
視
点
に
偏
る
こ
と
な
く
、
他
の
分
野
の
研
究
成
果
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
た
。 

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
よ
う
な
、
郷
土
玩
具
を
学
際
的
に
考
え
る
取
り
組
み
を
、

当
館
が
中
心
と
な
っ
て
さ
ら
に
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
当
館
で

は
こ
の
「
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
伏
見
人
形
に
つ
い
て
、
写
真
等
も
多
く
取
り
入
れ

た
報
告
書
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。 

な
お
、
当
館
に
は
奥
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
市
内
の
郷
土
玩
具
愛
好
家
か
ら
五

千
点
の
寄
贈
を
受
け
た
玉
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
あ
る
程
度
の
全
国
の
郷
土
玩
具

に
関
す
る
資
料
を
集
積
し
つ
つ
あ 

る
。
そ
こ
で
、
伏
見
人
形
に
限
定 

す
る
こ
と
な
く
、
平
成
二
十
一
年 

度
春
季
特
別
展
「
お
お
さ
か
の
お 

も
ち
ゃ 

紙
と
土
の
郷
土
玩
具
た 

ち
」
や
同
年
三
月
二
十
八
日
の
講 

演
会
「
な
に
わ
の
賑
わ
い
と
郷
土 

玩
具
」
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。 

そ
の
整
理
に
つ
い
て
も
一
定
台
帳 

が
調
い
つ
つ
あ
り
、
近
い
将
来
の 

成
果
の
公
表
と
、
さ
ら
な
る
保
存 

と
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考 

え
て
い
る
。 

シンポジウム「伏見人形からみる江戸時代」 

伏見稲荷門前の人形屋(『都名所図絵』) 
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高
槻
藩
主
岡
部
宣
勝
の
家
中
奉
加
帳
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

井
坂 

武
男 

 
 

 

高
槻
市
内
在
住
の
旧
社
家
に
は
、
約
五
、
〇
〇
〇
点
に
お
よ
ぶ
古
文
書
が
伝
来
し
、

そ
の
文
書
群
の
中
に
永
井
家
以
前
の
高
槻
藩
主
だ
っ
た
岡
部
宣
勝
時
代
の
奉
加
帳
が

残
さ
れ
て
い
る
。
奉
加
帳
と
は
、
寺
社
か
ら
の
建
物
の
造
営
・
改
修
な
ど
の
呼
び
か
け

（
勧
進
）
に
対
し
て
、
多
く
の
人
か
ら
お
金
や
資
材
を
あ
つ
め
た
時
の
金
額
や
資
材
名

と
人
名
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
「
寄
進
帳
」
と
も
よ
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
今
回
、

こ
の
奉
加
帳(

巻
子
・
紙
本)
に
つ
い
て
詳
細
を
紹
介
す
る
。 

先
ず
岡
部
家
と
宣
勝
に
つ
い
て
紹
介
し

て
お
く
。
岡
部
家
は
元
々
駿
河
の
戦
国
大

名
・
今
川
義
元
に
仕
え
て
い
た
が
、
宣
勝

の
祖
父
・
正
綱
の
時
に
徳
川
家
康
の
家
臣

と
な
っ
た
。
そ
の
子
・
長
盛
の
時
、
家
康

の
関
東
移
封
に
際
し
て
、
上
総
・
下
総
で

一
万
二
千
石
を
賜
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
丹
波
亀
山
城
主
、
丹
波
福
知

山
城
主
、
美
濃
大
垣
城
主
と
な
り
、
寛
永

九
年
（
一
六
三
二
）
逝
去
。
そ
の
遺
領
を

岡
部
宣
勝
が
継
い
だ
。 

宣
勝
は
、
大
垣
城
主
で
あ
っ
た
が
寛
永

十
年
に
播
磨
龍
野
城
主
と
な
っ
た
。
龍
野

城
主
で
あ
り
な
が
ら
、
寛
永
十
二
年
か
ら

江
戸
幕
府
直
轄
で
あ
っ
た
高
槻
城
の
守
護

を
命
じ
ら
れ
、
翌
年
六
月
に
正
式
に
五
万

石
で
高
槻
城
主
に
転
封
す
る
こ
と
に
な
る
。

高
槻
在
任
中
に
出
丸
を
築
造
し
て
い
る
。 

高
槻
で
の
在
任
期
間
は
短
く
四
年
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
寛
永
十
七
年
に
和
泉
岸
和
田
城
主
に
な

っ
た
。
こ
の
時
、
一
万
石
の
加
増
を
受
け

合
計
六
万
石
の
大
名
と
し
て
岡
部
家
は
幕 

末
ま
で
岸
和
田
城
を
守
り
続
け
た
。 

「
岡
部
宣
勝
家
中
奉
加
帳
」
は
、
こ
の
僅
か
四
年
間
の
高
槻
城
在
任
中
に
岡
部
宣
勝

が
残
し
た
史
料
で
、
「
寛
永
拾
五
年
（
一
六
三
八
）
戊
寅
季
孟
陬
（
陰
暦
一
月
）
如
意

珠
日
」
の
年
期
が
あ
る
。
宣
勝
が
高
槻
城
主
に
な
っ
て
二
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

奉
加
帳
を
伝
え
る
同
家
の
文
書
群
に
は
次
の
史
料
も
伝
わ
る
。 

  
 

 

天
下
泰
平
国
土
安
穏
御
願
主
武
運
長
久
御
子
孫
繁
昌
御
安
全
奉
祈
祷
也 

奉
再
興
高
槻
八
幡 

御
宮
御
願
主
当
御
城
主
岡
部
美
濃
守
宣
勝
公
并
総
御
家
中 

 
 

 

于
時 

寛
永
十
五
年
戊
寅
年
孟
陬
如
意
珠
日 

当
社
神
主
藪
善
兵
衛
敬
白 

 

右
は
、
「
高
槻
三
社
（
１
）
棟
札
之
覚
」(

一
紙)

と
の
表
題
を
持
ち
、
寛
永
十
五
年
か

ら
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
ま
で
の
間
に
建
立
、
再
建
さ
れ
た
神
社
の
棟
札
を
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
み
る
と
願
主
が
「
岡
部
美
濃
守
宣
勝
」
で
あ
り
、
同
日
の

年
期
か
ら
奉
加
帳
と
関
連
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
再
興
高
槻
八
幡
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
金
銭
の
寄
進
が
さ
れ
た
の
は
八
幡
神
社
（
２
）
を
再
興
の
た
め
で
あ
っ
た
。
奉
加
帳

前
文
に
も
「
八
幡
大
菩
薩
」
を
山
城
国
か
ら
勧
請
し
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
に
対

し
て
神
社
側
が
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
応
え
る
か
た
ち
で
岡
部
家
と
家
中
が
金

銭
の
寄
進
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
奉
加
帳
の
詳
細
を
み
て
い
く
と
前
文
が
あ
り
、
そ
の
後
に
寄
進
し
た
金
額
、

そ
し
て
そ
の
人
名
が
六
二
八
名
（
３
）
に
も
及
ぶ
。 

 
 

 

（
前
略
） 

 
 

一
銀
五
枚 

 
 

 

岡
部
美
濃
守
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
家
中 

 
 

一
銀
拾
匁 

 
 

 
 

 
 

中
与
左
衛
門
尉
殿 

 
 

一
同
五
匁 

 
 

 
 

 
 

同
与
次
兵
衛
殿 

 
 

一
同
九
匁 

 
 

 
 

 
 

同
三
人
分 

 
 

一
同
壱
匁 

 
 

 
 

 
 

同
お
す
て 

 
 

一
同
拾
匁 

 
 

 
 

 
 

久
野
三
郎
兵
衛
殿 

 
 

一
同
三
匁 

 
 

 
 

 
 

同
千
勝
殿 

一
同
弐
匁 

 
 

 
 

 
 

同
百
助
殿 

一
同
弐
匁 

 
 

 
 

 
 

同
お
久
殿 

 
 

 
 

（
下
略
） 

奉加帳前文と「岡部美濃守」の記載部分(岡部宣勝家中奉加帳)    
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こ
れ
は
金
額
と
寄
進
者
を
書
き
上
げ
た
冒
頭
の
一
部
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
岡
部
美
濃
守
様
」
つ
ま
り
藩
主
で
あ
る
岡
部
宣
勝
が
筆
頭
に
銀
五
枚
と
高
額
を
寄
進

す
る
。
そ
の
後
、
「
御
家
中
」
と
あ
る
よ
う
に
藩
士
の
名
前
が
順
番
に
記
載
。
冒
頭
の

「
中
与
左
衛
門
尉
」
は
岡
部
家
の
家
老
に
あ
た
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
鬼
洞
文
庫
旧

蔵
の
「
元
禄
十
三
年 

御
家
中
物
成
・
切
米
・
扶
持
方
帳
」（
４
）
に
「
一
千
五
百
石 

中

与
左
衛
門
」
と
最
初
に
記
載
が
あ
り
、
ま
た
石
高
も
藩
士
中
最
大
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

そ
の
後
の
名
前
に
「
同
与
次
兵
衛
殿
」
と

同
姓
の
も
の
や
、
「
同
お
す
て
」
な
ど
女
性

の
名
前
が
見
ら
れ
、
当
主
だ
け
で
は
な
く

血
縁
者
も
寄
進
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。 

こ
の
奉
加
帳
に
は
、
苗
字
や
敬
称
が
あ
り
、

武
士
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
一
九

八
人
に
お
よ
ぶ
。 

し
か
し
、
こ
の
奉
加
帳
の
後
半
部
分
に

は
、
苗
字
や
敬
称
の
つ
か
な
い
者
の
名
前

が
四
三
〇
人
（
５
）
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

彼
ら
は
武
士
身
分
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り

身
分
の
低
い
も
の
と
い
え
る
。
足
軽
や
中

間
と
呼
ば
れ
る
武
士
奉
公
人
か
、
城
下
町

に
住
む
町
人
や
在
地
に
住
む
百
姓
と
考
え

ら
れ
る
。 

こ
の
後
半
部
分
の
書
き
方
と
し
て
「
頭
」

も
し
く
は
「
小
頭
」
と
身
分
が
書
か
れ
、

そ
の
後
に
二
〇
か
ら
五
〇
人
ぐ
ら
い
の
苗

字
が
な
い
人
物
が
続
く
。
頭
・
小
頭
と
身

分
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
二
～
三

人
連
続
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
苗
字
を
持

ち
、
そ
の
寄
進
額
は
高
い
。
一
方
、
苗
字

が
な
い
も
の
は
、
差
は
あ
る
が
頭
・
小
頭

に
比
べ
寄
進
金
額
が
少
な
い
。
頭
・
小
頭

を
頂
点
と
す
る
組
単
位
ご
と
に
記
載
さ
れ

た
結
果
と
考
え
る
。
こ
の
組
単
位
が
何
か 

は
明
確
に
で
き
な
い
が
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

一
つ
目
は
、
武
士
奉
公
人
で
あ
る
足
軽
・
中
間
の
組
織
単
位
で
あ
る
。
足
軽
は
、
戦

闘
時
の
歩
兵
部
隊
と
し
て
働
き
、
中
間
は
城
の
門
番
な
ど
を
勤
め
た
。
足
軽
・
中
間
は
、

常
に
城
下
に
住
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
在
地
に
住
み
必
要
に
応
じ
て
扶
持
米
を
も
ら

い
奉
公
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
た
め
頭
を
置
き
集
団
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。 

二
つ
目
は
、
高
槻
城
下
の
町
や
近
隣
の
村
単
位
で
あ
る
。「
頭
」
「
小
頭
」
と
記
載
が

あ
る
者
は
、
町
や
村
の
有
力
者
、
す
な
わ
ち
町
役
人
や
村
役
人
の
こ
と
を
指
し
、
そ
れ

以
下
の
も
の
は
城
下
に
住
む
町
人
や
近
隣
村
の
百
姓
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、

岡
部
家
中
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
近
隣
の
村
ま
で
八
幡
神
社
再
興
の
た
め
寄
進
し
た
こ

と
に
な
る
。 

後
半
部
分
の
書
き
方
と
し
て
、
初
め
は
苗
字
を
持
た
な
い
も
の
で
も
「
銀
五
分
」
と

高
額
を
納
め
、
名
前
も
前
半
部
分
の
武
士
身
分
の
も
の
と
同
じ
大
き
さ
で
記
載
さ
れ
て

い
る
。
末
に
な
る
に
つ
れ
て
、
同
じ
組
織
の
中
で
も
寄
進
金
額
が
銭
五
文
か
ら
銀
五
分

ま
で
差
が
あ
り
、
名
前
も
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
記
載
さ
れ
て
い
く
。
書
き
方
に
も
相
違
が

あ
り
、
富
裕
層
か
ら
貧
困
層
ま
で
様
々
な
身
分
の
も
の
が
寄
進
し
て
い
る
と
い
え
、
具

体
的
に
は
先
に
述
べ
た
両
者
で
あ
る
。 

こ
の
奉
加
帳
に
記
載
さ
れ
る
寄
進
者
は
、
藩
主
を
筆
頭
に
、
家
中
の
も
の
な
ど
幅
広

い
身
分
層
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
範
囲
な
ど
は
明
確
に
は
言
え
な
い
が
、
寄
進
者
は
、

八
幡
神
社
の
氏
子
圏
ま
た
は
、
信
仰
圏
に
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
金
額
差
の
大

小
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
は
余
り
問
題
で
は
な
い
。
八
幡
神
社
再
興
の
た
め
に
、
よ
り

多
く
の
者
で
祈
願
し
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 【
注
】 

（
１
）
高
槻
三
社
と
は
、
牛
頭
天
王
社
（
現
野
見
神
社
）・
八
幡
神
社
・
弁
財
天
社
を
さ
す
。
こ
の
三
社
の
神

主
は
一
人
で
勤
め
て
い
た
。 

（
２
）
現
八
幡
町
に
あ
る
「
八
幡
大
神
宮
」
の
こ
と
。 

（
３
）
「
五
左
衛
門
組
」
な
ど
組
名
を
一
名
と
数
え
、
「
同
子
三
人
」
な
ど
は
三
名
と
数
え
た
人
数
。 

（
４
）
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
、『
岸
和
田
市
史
』
第
三
巻
別
冊
所
収 

（
５
）
本
文
中
記
載
の
「
頭
」「
小
頭
」
身
分
も
含
ん
だ
人
数
。 

  

左上：寄進金額が小額で人名が小さく記載された部分  

右上：「頭」身分の者と苗字のない名前の記載部分         
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清
福
寺
の
「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」
と
「
十
三
仏
図
」 

西
本 

幸
嗣 

 
芥
川
西
岸
の
西
国
街
道
北
側
に
あ
る
清
福
寺
集
落
。
江
戸
時
代
、
大
工
の
職
人
集
団

が
居
住
し
て
い
た
村
落
で
、
大
工
組
「
清
福
寺
組
」
を
組
織
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
今
回
、
こ
の
地
域
に
、
古
く
か
ら
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
二
幅
の
仏
教
絵
画
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
は
図
像
の
特
徴
と
そ
の
制
作
年
代
な
ど
を
紹
介
す
る
。 

ま
ず
、
「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」
は
、
極
楽
浄
土
を
導
く
阿
弥
陀
如
来
が
、
蓮
華
を

捧
げ
る
観
音
菩
薩
、
合
掌
す
る
勢
至
菩
薩
を
伴
っ
て
、
飛
雲
に
乗
っ
て
衆
生
を
迎
え
に

く
る
様
子
を
表
す
絵
画
で
あ
る
。
本
図
は
、
絹
本
著
色
。
保
存
状
態
は
良
好
で
、
三
つ

の
時
期
の
裏
書
を
付
す
。 

                    

構
図
は
、
背
景
に
一
般
的
な
山
水
な
ど
の
表
現
は
無
く
、
簡
素
化
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
三
尊
の
立
像
が
斜
め
向
き
に
画
面
左
上
か
ら
右
下
に
向
け
て
来
迎
し
、
尊
像
が
前

屈
み
の
姿
勢
を
と
る
な
ど
、
中
世
後
期
の
定
型
な
図
像
と
い
え
る
。 

雲
の
下
に
は
、
罫
線
で
囲
ん
だ
部
分
に
墨
書
で
十
八
名
の
名
前
が
列
記
。
一
人
目
に

記
す
人
物
は
、
当
時
、
盛(

清)

福
寺
の
奉
行
を
つ
と
め
て
い
た
宝
蔵
坊
朝
運
で
あ
る
。

そ
し
て
以
下
十
七
名
の
各
人
の
極
楽
往
生
を
願
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
制

作
年
代
は
一
番
古
い
裏
書
か
ら
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
十
月
十
二
日
に
開
眼
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
室
町
時
代
後
期
の
作
品
で
あ
る
。 

【
裏
書
】 

享
禄
三
庚
寅
年
十
月
十
二
日
奉
開
眼
供
養
訖 

 
 

伏
願
各
々
願
主
滅
罪
生
善
証
大
菩
提
臨
命
終
時
心
不
散
動 

 
 

十
念
成
就
蓮
花
化
生
見
佛
聞
法
往
生
極
楽
乃
至
法
界
平
等
利
益
而
已 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

権
大
僧
都
法
印
豪
圓
（
梵
字
）
記
之 

 

宝
暦
十
一
年
辛
巳
八
月
朔
日
為
村
中
与
奉
再
興
仕
内
十
四
日
奉
開
眼
供
養
仕
者
也 

 
 

 

年
数
ハ
享
禄
三
庚
寅
年
ヨ
リ
宝
暦
十
一
年
迄
凡
二
百
三
十
一
年
ニ
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
福
寺 

村
中
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
行
司 

六
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

杢
右
衛
門 

 

清
福
寺
観
音
堂
ノ
改
築
ニ
伴
ヒ
本
掛
軸
ヲ
修
復
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和
五
拾
弐
年
八
月
吉
日 

清
福
寺
町
自
治
会 

 

ま
た
、
「
十
三
仏
図
」
も
伝
来
す
る
。
十
三
の
仏
・
菩
薩
・
明
王
を
描
い
た
も
の
で

あ
り
、
密
教
に
お
け
る
胎
蔵
界
・
金
剛
界
の
両
曼
荼
羅
の
諸
仏
を
選
択
表
現
し
た
絵
画

で
あ
る
。
本
図
は
、
絹
本
著
色
。
天
蓋
の
下
に
縦
三
列
に
諸
仏
が
配
し
、
上
段
中
央
に

虚
空
蔵
菩
薩
を
置
き
、
そ
の
下
に
阿
弥
陀
・
阿
閦
・
大
日
の
如
来
、
次
に
勢
至
・
観
音
・

薬
師
が
並
ぶ
。
そ
し
て
、
普
賢
・
地
蔵
・
弥
勒
・
文
殊
・
釈
迦
・
不
動
を
順
に
配
す
る
。

一
般
的
に
、
虚
空
蔵
菩
薩
を
左
列
の
最
上
段
に
置
く
も
の
が
江
戸
時
代
以
降
、
定
型
化

す
る
が
、
本
図
は
そ
れ
以
前
の
形
式
が
定
ま
ら
な
い
古
例
と
い
え
る
。
諸
仏
は
そ
れ
ぞ

れ
座
像
で
描
か
れ
、
各
仏
の
右
に
墨
書
で
年
忌
を
記
す
。
こ
れ
は
、
亡
く
な
っ
た
人
に

対
し
て
初
七
日
か
ら
三
十
三
回
忌
ま
で
、
あ
わ
せ
て
十
三
回
の
追
善
供
養
が
営
ま
れ
、

阿弥陀三尊来迎図 来迎図の裏書 
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そ
の
折
に
各
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
本
尊
と
な
る
こ
と
を
表
わ
す
。 

十
三
仏
信
仰
の
流
布
は
、
南
北
朝
時
代
以
降
と
い
わ
れ
、
本
図
は
、
裏
書
か
ら
、
天

文
三
年
（
一
五
三
四
）
二
月
九
日
の
開
眼
で
あ
る
。
ま
た
、
裏
書
に
よ
っ
て
、
奉
行
宝

蔵
坊
朝
運
が
盛
福
寺
の
人
々
の
逆
修
（
生
前
に
あ
ら
か
じ
め
死
後
の
冥
福
を
祈
る
）
供

養
の
た
め
、
袈
裟
衣
を
献
上
し
、
本
図
を
制
作
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

                    

 

【
裏
書
】 

為
盛
福
寺
逆
修
衆
中
奉
袈
裟
衣
畢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

奉
行
寶
蔵
坊
朝
運 

 
 

重
開
眼
供
養
訖
彼
岸
結
日 

 
 

 

天
文
三
年
壬
午
二
月
九
日
権
大
僧
都
法
印
豪
圓
（
梵
字
） 

 

宝
暦
十
一
年
辛
巳
八
月
朔
日
為
村
中
与
奉
再
興
仕
内
十
四
日
奉
開
眼
供
養
仕
者
也 

 
 

 

年
数
ハ
天
文
三
壬
午
年
ヨ
リ
宝
暦
十
一
年
迄
凡
二
百
二
十
七
年
ニ
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
福
寺
村
中
惣
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
行
司 

六
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

杢
右
衛
門 

 

清
福
寺
観
音
堂
ノ
改
築
ニ
伴
ヒ
本
掛
軸
ヲ
修
復
ス 

昭
和
五
十
ニ
年
八
月
吉
日 

 

清
福
寺
町
自
治
会 

 

両
図
と
も
権
大
僧
都
法
印
豪
圓
に
よ
り
開
眼
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は

不
詳
。
江
戸
時
代
以
前
に
存
在
し
た
盛(

清)

福
寺
に
お
い
て
、
享
禄
・
天
文
期
（
十
六

世
紀
前
半
）
に
僧
職
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
江
戸
時
代
の
裏
書
も
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七

六
一
）
に
、
清
福
寺
村
中
（
惣
）
代
と
年
行
司
の
六
左
衛
門
・
杢
右
衛
門
が
村
中
で
再

興
し
、
開
眼
供
養
を
執
行
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
中
世
以
来
あ
っ
た
盛
福
寺
が
一
旦

衰
退
し
た
の
ち
、
宝
暦
十
一
年
に
再
興
さ
れ
た
こ
と
を
表
わ
す
。
こ
こ
で
再
興
さ
れ
た

も
の
は
、
宗
派
に
所
属
し
た
寺
院
と
い
う
よ
り
は
、
村
堂
（
観
音
堂
の
前
身
か
）
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
大
工
組
の
信
仰
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
清
福
寺
太
子
堂
は

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
棟
札(

１)

が
あ
り
、
宝
暦
・
明
和
期
（
十
八
世
紀
後
半
）

に
、
こ
の
地
域
で
村
堂
の
建
立
・
整
備
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。 

さ
ら
に
両
図
は
、
昭
和
五
十
二
年(

一
九
七
七)

に
「
清
福
寺
観
音
堂
ノ
改
築
ニ
伴
ヒ

本
掛
軸
ヲ
修
復
ス
」
と
裏
書
が
あ
り
、
昭
和
の
修
理
を
施
し
、
自
治
会
に
お
い
て
大
切

に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

今
回
紹
介
し
た
両
図
は
、
か
つ
て
の
「
清
福
寺
観
音
堂
」
（
現
在
は
、
改
築
さ
れ
て

清
福
寺
公
民
館
と
な
る
）
に
祀
ら
れ
た
。
清
福
寺
地
域
で
は
、
夏
八
月
十
六
日
の
晩
、

「
観
音
さ
ん
」
と
称
し
て(

２)

、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
観
音
堂
に
集
ま
り
、
盆
行
事

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
両
図
を
前
に
人
々
は
交
流
を
深
め
た
と
い
う
。
平
成
二
十
一
年
で

行
事
は
廃
止
。
両
図
は
、
年
紀
が
古
く
、
恒
久
的
な
保
存
を
は
か
る
た
め
、
所
蔵
者
で

あ
る
清
福
寺
町
自
治
会
は
当
館
に
寄
託
さ
れ
た
。
今
後
は
、
中
世
後
期
の
清
福
寺
地
域

の
庶
民
信
仰
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
評
価
し
、
適
切
な
保
存
・
公
開
に
つ
と
め
る
。 

【
注
】 

（
１
）
『
清
福
寺
太
子
堂
移
築
復
元
工
事
報
告
書
』(

平
成
元
年
、
高
槻
市
教
育
委
員
会)

 

（
２
）
太
田
晴
巳
『
清
福
寺
町
の
し
お
り
』(

私
家
版)

 

十三仏図とその裏書 
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天正七年八月朔日付高山右近禁制(「清水家文書」) 

左上：上包「高山右近殿」 

右上：包紙「高山右近大夫様」 

「
清
水
家
文
書
」
の
高
山
右
近
禁
制
に
つ
い
て 

中
西 

裕
樹 

 
「
清
水
家
文
書
」
は
、
寺
内
町
の
系
譜
を
持
つ
富
田
の
豪
商･

清
水
家
が
伝
え
た
文

書
群
で
、
こ
の
中
に
天
正
七
年(

一
五
七
九)

八
月
一
日
付
「
富
田
宿
久
」
宛
の
高
山
右

近
禁
制
が
あ
る(
現
在
は
大
阪
歴
史
博
物
館
寄
託)

。
形
式
は
縦
三
五
・
〇
㎝
、
横
四
七
・

二
㎝
の
楮
の
竪
紙
で
、
「
高
山
右
近
大
夫
様
」
と
あ
る
包
紙
と
「
高
山
右
近
殿
」
と
あ

る
上
包
が
付
属
す
る
。
た
だ
し
、
包
紙
と
上
包
は
、
他
の
文
書
と
同
一
に
見
え
る
こ
と

か
ら
後
補
と
思
わ
れ
る
。 

【
釈
文
】 

掟 
 

 
 

 
 

 
 

 
富
田
宿
久 

一
無
座
無
公
事
之
事 

 
 

但
、
此
方
自
拝
領
之
内
越
候
者
ハ
、
諸
役 

可
為
如
有
来
事 

一
国
質
所
質
停
止
之
事 

一
諸
事
宿
久
中
可
為
年
寄
次
第
之
事 

一
陣
取
免
許
之
事 

一
理
不
尽
之
催
促
停
止
之
事 

一
徳
政
停
止
之
事 

一
武
士
之
家
停
止
之
事 

 

右
如
件 

 
 

天
正
七
年
八
月
朔
日 

 
 

高
山
（
花
押
） 

         

こ
の
禁
制
が
発
給
さ
れ
た
前
年
、
摂
津
国
で
は
一
国
を
支
配
す
る
荒
木
村
重
が
織
田

政
権
か
ら
離
反
し
、
織
田
信
長
自
身
が
率
い
る
軍
勢
に
よ
っ
て
高
山
右
近
の
高
槻
城
が

開
城
す
る
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
高
山
右
近
は
日
本
を
代

表
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
る
。
元
亀
四
年(

一
五
七
三)

に
主
君
で
あ
る
高
槻
城
主

の
和
田
惟
長
を
追
放
し
、
当
時
は
荒
木
村
重
の
与
力
と
し
て
高
槻
城
主
の
地
位
に
就
い

て
い
た
。 

天
正
七
年
八
月
の
時
点
で
も
織
田
政
権
の
村
重
攻
め
は
継
続
し
て
お
り
、
こ
の
と
き

右
近
は
村
重
の
有
岡
城(

兵
庫
県
伊
丹
市)

を
囲
む
織
田
方
と
し
て
従
軍
し
て
い
た
。
翌

九
月
に
村
重
は
尼
崎
城(

兵
庫
県)

へ
と
脱
出
す
る
が
、
こ
の
直
後
に
右
近
は
七
松(

兵

庫
県
尼
崎
市)

の
砦
に
陣
し
て
お
り
、
や
が
て
十
二
月
に
有
岡
城
は
落
ち
た(

１)

。
禁
制 

発
給
の
日
付
は
、
摂
津 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

国
内
に
地
域
の
安
全 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
保
障
す
る
禁
制
を

求
め
る
動
き
が
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
時
期

に
あ
た
り
、
他
に
も

「
清
水
家
文
書
」
に
は

天
正
七
年
九
月
日
付

織
田
信
長
禁
制
も
伝

わ
る(

２)

。 

ま
た
、「
富
田
宿
久
」

は
寺
内
町
と
し
て
発

展
し
た
町
場
を
指
し

て
お
り
、
財
産
の
債
務

債
権
を
放
棄
す
る
「
徳

政
」
や
武
士
の
居
住
を

停
止
す
る
文
言
な
ど

が
興
味
深
い
。
こ
れ
ら

の
特
権
を
享
受
す
る

の
は
、
金
融
業
者
な
ど

主
に
都
市
部
の
住
人

で
あ
り
、
富
田
に
ふ
さ 
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(寿命院文書) 

(安岡寺文書) (清水家文書) 

わ
し
い
内
容
と
い
え
よ
う
。 

し
か
し
、
禁
制
は
名
や
官
途
な
ど
の
署
名
を
持
つ
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
文
書
の
差
出
が
「
高
山
」
に
な
っ
て
お
り
、
不
自
然
な
感
が
あ
る
。
ま
た
、
全
体
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
文
言
は
同
じ
く
「
清
水
家
文
書
」
に
収
め
ら
れ
た
天
正
十
三
年(

一
五
八
五)

九
月
吉
日

付
羽
柴
秀
勝
禁
制(

３)

と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
昭
和
四
十
八
年(

一
九
七

三)

発
行
の
『
高
槻
市
史 

史
料
編
Ｉ
』
で
は
「
コ
ノ
文
書
ノ
真
偽
疑
イ
ア
リ
」
と
の

注
記
が
な
さ
れ
た
。
ひ
と
ま
ず
、
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。 

た
だ
し
、
本
禁
制
の
花
押
が
他
の
右
近
の
文
書
と
同
じ
形
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
右
近
の
文
書
は
数
少
な
く
、
特
に
高
槻
城
主
時
代
の
文
書

は
四
通
し
か
所
在
が
知
ら
れ
な
い(

４)

。
い
ず
れ
も
右
近
は
洗
礼
名
で
あ
る
「
ジ
ュ
ス

ト
」
で
文
書
を
発
給
し
、
音
を
「
重
出
」「
寿
須
」
「
寿
子
」
と
い
う
文
字
で
表
す
と
と

も
に
、
そ
の
都
度
で
花
押
を
変
え
て
い
る
。
右
近
は
短
期
間
に
花
押
が
変
遷
す
る
珍
し 

い
武
将
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
本
禁
制

は
「
安
岡
寺
文
書
」
の
年
未
詳
七
月

十
四
日
付
高
山
右
近
書
状
と
「
寿
命

院
文
書
」
の
年
未
詳
七
月
二
十
三
日

付
高
山
右
近
書
状
で
確
認
で
き
る

「
寿
子
」
の
花
押
を
持
つ(

５)

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
春
季
特
別
展
「
城 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

下
町
高
槻
の
は
じ
ま
り
‐
信
長
・
秀

吉
・
家
康
の
戦
略
‐
」
に
際
し
て
、

本
禁
制
を
展
示
す
る
機
会
を
得
た
。 

          

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
花
押
を
観
察
す
る
と
、「
安
岡
寺
文
書
」「
寿
命
院
文
書
」
の
よ
う

な
筆
の
勢
い
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
総
じ
て
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

は
酷
似
し
て
お
り
、
仮
に
後
世
の
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
寿
子
」
の
花
押
を
写
し
た

か
、
実
見
の
上
で
模
倣
し
た
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
の
製
作
者

は
、
差
出
に
「
高
山
」
よ
り
も
名
や
官
途
が
ふ
さ
わ
し
い
程
度
の
知
識
は
持
っ
て
い
た

は
ず
で
あ
り
、
数
少
な
い
右
近
の
文
書
を
詮
索
し
た
上
で
あ
え
て
「
高
山
」
と
記
し
た

こ
と
に
な
る
。 

本
禁
制
は
、
寺
内
町
富
田
に
相
応
な
文
言
や
摂
津
国
を
取
り
巻
く
軍
事
的
緊
張
下
の

日
付
な
ど
を
持
つ
。
仮
に
偽
文
書
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
な
り
に
手
の
込
ん
だ
吟

味
と
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
こ
の
禁
制
を
獲
得
し
た
と
い
う
由
緒
が

富
田
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
単
に
偽
文
書
と
切
り
捨
て
る
の

で
は
な
く
、
同
時
代
の
写
の
可
能
性
も
含
め
、
様
々
な
観
点
か
ら
考
察
す
べ
き
文
書
と

評
価
し
た
い
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
展
示
・
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
清
水
み
ど
り

氏
と
大
阪
歴
史
博
物
館
の
八
木
滋
氏
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

 

【
注
】 

(

１)

『
信
長
公
記
』
巻
十
二(

奥
野
高
広
・
岩
沢
愿
彦
校
注
、
角
川
文
庫
版)

。 

(

２)
 

『
高
槻
市
史
第
三
巻 

史
料
編
Ｉ
』(

一
九
七
三
年)

及
び
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
展
示
図
録
『
城

下
町
高
槻
の
は
じ
ま
り
』(

二
〇
一
一
年)

所
収
。
『
高
槻
市
史
第
三
巻 

史
料
編
Ｉ
』
で
は
「
コ
ノ
文
書
紙

質
・
筆
勢
ニ
疑
イ
ア
リ
、
ア
ル
イ
ハ
影
写
シ
タ
ル
モ
ノ
カ
、
真
偽
明
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
」
と
の
注
記
が
な
さ
れ

て
い
る
。 

(

３)
 

注
２
文
献
所
収
。 

(

４)
 

「
本
山
寺
文
書
」
天
正
二
年
三
月
十
三
日
付
高
山
右
近
禁
制
、
「
本
山
寺
文
書
」
年
未
詳
十
二
月
三
日

付
高
山
右
近
允
書
状
、
「
安
岡
寺
文
書
」
年
未
詳
七
月
十
四
日
付
高
山
右
近
書
状(

以
上
、
『
高
槻
市
史
第

三
巻 

史
料
編
Ｉ
』
所
収)

、
「
寿
命
院
文
書
」
年
未
詳
七
月
二
十
三
日
付
高
山
右
近
書
状(

『
茨
木
市
史
』

[

一
九
七
八
年]

所
収)

で
あ
る
。 

(
５)

 
「
安
岡
寺
文
書
」
は
『
高
槻
市
史 

本
編
Ｉ
』(

一
九
七
七
年)

、
「
寿
命
院
文
書
」
は
『
茨
木
市
史
』

所
収
の
図
版(

影
写
本)

を
参
照
し
た
。 

   

 

発
行
日 
二
〇
一
一
年
三
月
三
十
一
日 

 

編
集
・
発
行 
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館(

大
阪
府
高
槻
市
城
内
町
一
番
七
号
・ 

℡
〇
七
二(

六
七
三)

三
九
八
七)  

 
 


